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　例　言

例　言

１．本計画は兵庫県洲本市山手三丁目 17 番外に所在する名勝旧益習館庭園の保存活用計画である。

２．本計画は令和２～３年度に文化庁の補助金交付を受けて、名勝旧益習館庭園保存活用計画策定

委員会、文化庁文化財第二課、兵庫県教育委員会文化財課の指導・助言を得て洲本市教育委員

会が策定した。

３．本計画の策定に係る事務は洲本市教育委員会生涯学習課が担当し、名勝旧益習館庭園保存活用

計画策定業務を株式会社環境事業計画研究所に委託した。

４．本計画に掲載した位置図は、洲本市の 2,500 分の 1 の都市計画図、洲本市教育委員会作成の

図面を使用した。

５．本計画に掲載した名勝指定範囲の平面図（図Ⅰ－5）は、平成 29 年（2017）に株式会社金岡

光輝園に委託し作成したものである。なお、図Ⅱ－ 51 については平成 26 年（2014）に有限

会社長石造園が測量した平面図である。

６．Ⅱ庭園の環境と沿革 第 3 節 庭園の沿革と史料に掲載した古写真は正木治憲氏、正木威寛氏よ

り提供されたものである。

７．特に注記のない限り、本計画に掲載した現況写真は令和２～３年度に撮影したものである。

８．名勝旧益習館庭園の保存活用に係る法規条例などは本計画の附録に記載した。

９．本計画は洲本市教育委員会及び株式会社環境事業計画研究所が執筆・編集した。
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